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沖縄におけるコナガＰＺ〃花ノノｃｚ

ｊｕツノＣｓ/ＣＪＪａ（Ｌ）の生活史

一室温におけるコナガの生育期間と成虫の産卵・寿命一

金城美恵子※

（琉球大学農学部）

MiekoKinjo:Lifehistoryofthediamondbackmoth,Ｐ〃eJJaxjﾉﾉosMJa（L､）ｉｎOkinawa．

はじめに なお，本文に入るにさきだち，いろいろと御教示を頂

きました琉球大学農学部昆虫学教室の高良鉄夫，東清

二，本田昌子先生および風樹館の金城政勝技官に厚くお

礼い申し上げます．

コナガＰ/"ＭﾉajUﾉﾙﾉe"ａ（L､）はキャベツ，ハクサ

イ，ダイコンなどアブラナ科植物の多化性の害虫として

よく知られている周年発生の害虫である．熱帯・亜熱帯

からヨーロッパの各地，カナダ南部，日本などの比較的

高緯度の地方まで世界各地に広く分布する．また，ヨー

ロッパでは渡洋昆虫として知られ，その移動距離は約

3200胸にも及ぶ（JOHNSON1969）とされている．

日本では古くから発生していた害虫で，コナガ（小菜

蛾）と呼ばれ，その当時の被害そのものはそれほど問題

にならない程度であったが，愛知県では昭和35年頃から

コナガが急激に増加しアブラナ科植物に対する被害も大

きくなって主要害虫として現在に至っていろ．

沖縄においても，近年，都市近郊におけるそ菜栽培が

盛んになるにつれ，モンシロチョウとともにアブラナ科

そ菜類に対するコナガの被害が大きくなってきており，

商品価値を低下させる原因となっていろ．

このようにコナガはそ菜栽培にとってやっかいな害

虫であり，その研究・防除が重要視されているものであ

る．

コナガに対する研究としては，外国ではＨＡＲＤＹ

(1938)，HARCOURT（1957,1967）などがあり，日本

では森内（1956），尾崎（1970）や梅谷・山田（1972,

1973）らの報告がある．

しかし，沖縄においての本虫に関する研究はほとんど

なく，ただ薬剤試験があるのみにすぎない．

本土での研究を気候や地理的条件の異なる沖縄に直接

に適用するには若干問題がある．そこで筆者は沖縄にお

けるコナガの生活史などの研究の必要性を感じ，まず始

めにコナガの生育期間および成虫の産卵と寿命について

若干の室内試験を行なった．ここにまとめて報告する．

１．材料と方法

実験材料のコナガは1973年１月18日に那覇市首里烏堀

町のキャベツ畑から採集した幅から羽化・交尾させて累

代飼育した．飼料のキャベツは，琉球大学農学部風樹館

裏の空地で播種・育成した長岡交配１号の結球前の緑葉

を用い，その際には野外からの卵・幼虫・蝿などが付着

してないかどうかに十分注意した．

飼育実験（生活史調査）：飼育羽化させた雌成虫より

採卵を行ない，産卵曰から羽化までの生育経過を調査し

た．ふ化した１令幼虫は５頭ずつ毛筆で，ナンバーと日

付けを記入したシャーレ（20ないし30個）に移し入れ，

餌はキャベツ葉片を用い常に新鮮であるように１日１回

ないし２回の観察時に取りかえた．１眠起，２眠起，３

眠起，前踊，踊化日，羽化日を記録した．１眠起の脱皮

確認は実体双眼鏡下で行ない，２眠起以後の脱皮確認は

すべて肉眼で行なった．

なお，飼育実験は室温と定温の二通り行ない，定温飼

育は25°Ｃに調節した室内で，２５±1°Ｃの恒温器中で行な

った．湿度と照度は一定でない．

室温飼育の場合の温度と湿度は自記温度計を用いて記

録した．

雌成虫の産卵数と寿命を調べるために羽化後24時間以

内の雌成虫に対して羽化後24～48時間以内の雄成虫を１

～２頭組み合わせ，餌と，水を浸み込ませた小さな脱紙

綿を入れたシャーレに移し入れた．２４時間ごとにシャー

レを更新し，産卵数を数えた．寿命は羽化日から死亡ま

※旧性長浜、現沖縄県農業試験場
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コナガは卵からふ化したのち，４令の幼虫期間，前※

期，踊期を経て羽化し成虫に至る．

室温と定温（25±１°Ｃ）で飼育したコナガの各ステー

ジにおける月別生育所要日数は第１表のとおりであっ

た．

での日数を数えた．

2．実験結果

（１）月別生育所要日数

第１表コナガの各令期における月別生育日数
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卵期間は１～２月にかけて飼育したものがもっとも長

く５．２日，４，５，６，７月としだいに短かくなり８月

には２日であった．

幼虫期の各ステージも１～２月にかけてもっとも長

く，１令期間から４令期間までそれぞれ4.0日，２．１日，

2.3日，２．６日で合計11日であった．もっとも幼虫期間の

短かったものは５月４日から５月20日にかけて飼育した

幼虫で５．８日であった．５月から８月にかけての幼虫期

間わずかながら短くなる傾向がみられた．

終令（４令）幼虫が摂食を停止し足場を固めネットを

はりその中で静止した状態から鋪化までの期間を前踊期

間とした．ネットを作らないものはわずかで，ほとんど

の終令幼虫がネットをはる．前蛎期間が観察時と翌日の

観察時のあいだの一昼夜のうちに行なわれた場合はその

幼虫の前踊期間はゼロとした．前踊期間は１～２月に飼

育したものは平均１．２日，４～５月は０．８日，５～６月

は0.7日，６月は０．４日，７月は1.0日，８月は0.4日

で，冬季の１～２月に飼育したもの以外はほとんど１日

以内であった．

蝿期間は１～２月にかけて飼育したものがもっとも長

く6.5日，４～５月は4.3日，５月は４．０日，５～６月が

3.8日，６月は２．８日，７月は3.1日，８月は３．４日であ

った．もっとも短いものは６月の2.8日であった．

以上卵から羽化までに要した総生育日数は１～２月が

もっとも長く２３．９日，４～５月は18.0日，５月は14.5日，

５～６月は14.0日，６月は12.8日，７月は12.9日，そし

て８月がもっとも短く１２．１日であった．１～２月におけ

る生育所要日数を８月のそれと比較すると約２倍の日数

を要していることがわかる．また，各月別の最短生育所

要日数をみろと１～２月は22.0日，４～５月が15日，５

～６月は13.0日．６，７，８月は11日であり，最長生育

所要日数は１～２月は26日，４～５月は21日，６月は１６

日，７，８月は15日となっており，これら生育日数も夏

季に短い．

また，各月別の最長生育日数と最短生育日数の差は３

～６日であった．

次に，４月19日から５月６日までと５月８日から５月

26日までの２回行なった定温（25±１．C）飼育について

みろと，生育所要日数は平均16日であった．

この第１表の各月別生育期間を簡単な図に表わすと第

１．２図のとおりである．第１図は室温飼育の結果であ

る．横軸には産卵された日からが踊１００パーセント羽化
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した時までの日数をとった．

次に，各月別生育所要日数

期間内の湿度の変化を自記温

度計で測定し，室温の曰変化

としてまとめたものが第３図

である．

１～２月の平均室温は約

21.2°Ｃでもっとも低い．４～

５月は２３．７°Ｃ，５月は２６．５

°Ｃ，６月は28.2°Ｃ，７月は

29.5°Ｃとしだいに室温の上

昇がみられ，８月には３０８

°Ｃともっとも高くなってい

ろ．１～２月には他の月と比

較して室温の日変化が大き

Ｃ
Ⅲ
釦
邪
妬
Ⅲ
皿
別

。

｣

３８lＣ D１８２０

い、なお８月の室温は最高３６
第３図

｡Ｃに上昇した日があった．こ

れからも冬から夏にかけて室

温の上昇が明瞭である．

以上のことから，室温が暖かくなり温度が上昇するに

つれ，コナガの各ステージの生育期間がしだいに短縮し

ていることがわかる．このことは室温の高低がコナガの

生育期間の長短に影響していることを示している．

各世代における平均室温の日変化
（産卵日～羽化終了日）

（２）雌雄別の生育日数

雌雄の生育に差があるかどうかを調べるために，卵か

ら幼虫期，踊期および卵から羽化までの全生育期間に区

分してまとめたものが篭２表である．

第２表コナガ雌雄別の発育日数

（）は95％信頼限界

調 査 開 始 日

ステージ

1－１１Ⅳ－１６Ｖ－４Ｖ－２２Ⅵ－１０Ⅶ－１１ Ⅳ－１９Ｖ－８

１７．３

(±0.7）

１７．４

(±0.7）

１３．４

(±0.5）

１３．６

(±0.4）､幼虫に
１０．４

(±0.6）

９．９

(±0.6）

１０．１

(±0.5）

１０．３

(±0.5）

10.0

(±0.0）

１０．０

(±0.6）

９．７

(±0.5）

９．８

(±0.4）

１１．２

(±0.3）

１１．２

(±0.3）

１１．１
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(±0.3）
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(±0.3）

４．２

(±0.3）

１７．５

(±0.7）

１８．５

(±0.6）

１４．２

(±0.7）

１４．１

(±0.7）

１３．７

(±0.4）

１４．５

(±0.9）
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(±1.0）

１２．７

(±1.1）
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この表から，卵から幼虫期における雌雄の生育日数に

差は認められないが，蛎期はわずかに雄の方が雌より長

い．その結果，卵から羽化までの全生育期間ではわずか

に雄の方が雌の方より長いしかし，極端な雌雄の生育

差は認められなかった．

（３）交尾および産卵習性

羽化した雌雄をシャーレに入れ，交尾行動と交尾時間

および産卵前期間について観察したところ第３表のよう

になった．

交尾行動：性的に成熟した雌は翅を拡げて振動きせ

そのままの状態で静止するかあるいは再三翅を振動させ

る．雄は翅を振動きせ交尾器を拡げて飛びまわり‘雌の

いる場所に近づく．雌の拒否がなければ交尾器で雌の交

尾器をはさみこみ後方から翅で雌の体を覆うようなかっ

こうになる．交尾中は雌雄ともほとんど静止していろ．

時どき雄は触角を上下左右に動かす．移動する場合は雌

の方が先に行動する．交尾は夕方から夜半にかけて多く

観察されたが昼間でも行なわれろ．

交尾時'間：１回の交尾時間は約60分で，長い場合は

83分にも及ぶ例が観察された．短い場合は３９分であっ

た．

産卵前期間：平均15分でもっとも長いのは50分，も

っとも短いのは４分であった．産卵前期間行動として交

尾器でシャーレや食草の表面の探索を行なうのが観察さ

れた．

産卵行動：産卵は食草，シャーレ，ろ紙の表面に１

個ときには２個つづけて産卵した．

（４）産卵数と寿命

各月別の１雌あたり平均産卵数と平均寿命を第４表に

示した．

１雌に対して２雄を組み合わせたところ大部分の雌は

この条件下でよく産卵した．産卵数は個体間においてか

なりのばらつきがみられた．また，一部の雌は交尾に至

第３表コナガの交尾時間と産卵前期間

（羽化日８月17日，調査曰８月17～18日）

雌｜壼始髻襄了澪交尾時間棗始謬喜卵藺

分４
９
３
３
５
５
０
０

７
３
８
４
４
６
７
４

ｊう８
９
４
４
１
８
０
０

１
１

１
５
１

１
２
３
４
５
６
７
８

１７：５５

１９：１５

１９：３５

２０：０８

２１：５０

１２：５０

１２：５０

２３：４５

１９：０９

１９：５４

２０：５８

２０：５１

２２：３５

２２：５５

２３：00

0：２５

１９：２７

２０８１３

２１：０２

２０：５５

２２：４６

２３：０３

２３：５０

０：３５

平均 5７．４ 1５．５

第４表ｌ雌当り平均産卵数および雌成虫の寿命

（95％ＣＬは95％の信頼限界）

調査開始日（供試成虫羽化日）

1－１０Ｖ－５Ⅵ－５Ⅶ－２２Ⅷ－４Ⅷ－１７Ⅲ－２１

産卵数／１雌％

９５％ＣＬ

180.8

±７７．８

５４．４

±1７．２

３８．３

±１０．８

８１．８

±24.0

70.0

±９．３

６３．５

±２２．１

117.4

±２１．０

雌成虫の寿命／１雌了

９５％ＣＬ

６．０

±0.6

２．４

±0.3

２．９

±0.4

３．３

士０．３

６．０

±0.9

５．７

±０．４

１２．６

±１．１

供試虫数 1５３３１８２０３１２７５

らず少数の未受精卵を産下するか，あるいはまったく産

卵せずに死亡した．

産卵は月によってかなり明瞭な増減が認められた．産

卵数のもっとも多い月は１月の180.8卵，次に12月の

117.4卵，もっとも産卵数の少ない月は７月の38.3卵で

あった．産卵数は冬に多く，５月から７月の初夏に少な

くその間は約２～３倍の開きがあった．

寿命についても同様に12月の12.6日がもっとも長く，

７月が２．４日でもっとも短命であった．このことから，

冬には寿命が長く多産卵型，夏には寿命が短く少産卵型

の傾向が認められた．この寿命の調査に用いた雌成虫は

上記の産卵数調査に用いたものの中で交尾・産卵を行な
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別
、
印
加
・
伽
釦
２
１

，
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ

平
均
産
卵
数
／
１
雌

ＩTＩＬ諺
１２３４５６日１２３日１２３日１２３４日

６月上旬～中旬７月中旬８年上旬８月中旬

→羽化から死亡までの日数

１２３４５６７８９１０１１日１２３４５６日１２３日

１２月下旬～１月下旬１月中旬５月中旬

第４図月別による産卵数の日変化

ったもののみである．

次に各月別の産卵数の日変化をまとめたのが第４図で

ある．これは同一個体による産卵数曲線を示すものでは

ないが各月別調査数の日別の産卵の傾向を示したもので

ある．

５月の調査個体群は羽化後１日目で総産卵数の約60パ

ーセントを産卵し，２日目に約30パーセント，３日目で

産卵を終了，４日目から７日目までにはほとんど死亡し

た．６月の調査個体群は１日目に総産卵数の約12パーセ

ントを産卵，２日目に約32パーセント，３日目に26パー

セントで計70パーセントになり，６日目で産卵を終了し

た．４日目から９日目で全部死亡した．７月の調査群は

１日目で95パーセント産卵，３日目で産卵を終了して，

３日目で全部死亡した．８月４日からの調査群では，１

日目で全体の75パーセント，２日目には20パーセント，

３日目で産卵を全部終了し２日目から４日目で全部死亡

した．８月17日からの調査群は１日目で総産卵数の65パ

ーセント，２日目には25パーセント，３日目で終了し，

２日目から５日目までに死亡した．また，１２月の調査群

は１日目で35パーセント，２日目で31パーセントを産卵

し総計66パーセントを占める．そのあとは死亡直前まで

だらだらと残りの34パーセントを産卵した．

以上からみるかぎり，雌成虫の寿命が短命である夏の

個体群は羽化後１日目で総産卵数の半数以上を産卵し終

え２日目までには全体の約90パーセントに達し産卵は急

速に減少する．これに比べ冬の成虫個体群は寿命が長い

にもかかわらず羽化後２日目までに総産卵数の約60パー

セントを産下し，その後死亡直前まで漸次産卵数を減少

させながら産卵を継続する．なお，６月の個体群では１

日目の産卵数がやや少ないが，寿命や２日目以降の産卵

数の日変化は夏と冬との中間型を示していろ．

3．考察

昆虫の生育は温度に深い関係があり，温度の低下に伴

なって生育期間が長くなるのは一般的な現象である．コ

ナガもその例外ではなく，ＨＡＲＤＹ（1938）は種々の温

度条件下で飼育を行ない，生育が温度依存的であること

を報告している．日本では，森内(1956)が大阪市周辺で

コナガの生育期間を調査し、８月は12日間で生育を完了

するが，１１～12月には49日間を要したと報告している．

また，ＡＴＷＡＬ(1955）も餌の質，日長，温度条件を種

々に組み合わせてコナガの飼育を行なった結果，温度の

違いは常に幼虫，蝿の生育期間に優先的に差をもたらし

ていることを報告している．さらに，梅谷・山田(1972）

はコナガの幼虫時の生育温度が蛎重に大きな影響を与

え，低温ほど大型の鋪となり成虫の大きさも支配すると

している．

今回の実験においても，コナガの各ステージの生育日

数は夏季（７，８月）においてもっとも短く約12日，冬

季（１～２月）においてもっとも長く約24日となってお

り夏季の約２倍の日数を要していろ．このことからも温

度の低下に伴なって生育期間の延長がみられ，温度がコ

ナガの生育に影響を及ぼすことがはっきりと認められ

た．今回の実験においては，湿度，日長条件は考慮して

いない．

筆者の飼育した結果，１世代日数は最長24日間，最短

12日間となっており，最長の日数を基準としても年間世
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代数はおよそ15世代からそれ以上と推定されろ．

次に，雌雄の違いによる生育の差についてみろと卵か

ら踊虫期においてはその差は認められなかったが，蝿期

においてはわずかではあるが雄が長かった．その結果，

卵から羽化までの全生育期間においても雄の方が０．１～

1.0日長かった（有意な差は認められない）．梅谷・山

田（1972）は雌雄の生育差について調査を行ない，卵か

ら幼虫期においては雌の方が常に長く，蝿期には雄の万

が長くなっているのが，卵から羽化までの全生育期間に

おいてはそれらの差が相殺されており雌雄による一定の

傾向は認められず，卵から幼虫期においてはコナガの成

虫期における雌の卵巣発育や産卵のために必要な栄養源

がほとんど摂収されているために雌の万が長くなり，ま

た蝿期において雄の方が長くなるのは斉一な羽化のため

であると報告していろ．

コナガの羽化期の調節は成虫が短命で羽化直後交尾・

産卵を行なうためであろう．

梅谷・山田（1972）は環境条件が寿命と産卵能力に及

ぼす影響について調査し，日長条件の影響が否定的であ

ることをつきとめ，そのことから少なくとも成虫期にお

ける各個体の寿命はそれぞれ前決定されていろとみなす

ほうが妥当であろうとしていろ．また．産卵数の季節的

な消長も夏季（短命）と冬季（長命）の個体群では初期

の産卵傾向が異なっているので，単に寿命の反映のみで

なく，寿命と平行的に前決定された季節的な特性のよう

に思われろと推察している．

寿命と産卵数について第４表と第４図とから，冬季の

低温において飼育羽化した雌成虫は産卵能力が高く多産

卵の長命型であるのに比べ，夏季の高温時に飼育羽化し

た雌成虫は産卵能力が低く，少産卵の短命型となってい

ろ．このことは卵から羽化までの全生育期間において温

度が低下すれば幼虫期において成虫期の卵巣の発育や産

卵に必要な栄養源を十分に摂取でき，そのために羽化後

の成虫の寿命が長く産卵数も多くなるものと考えられ

ろ．逆に，卵から羽化までの全生育期間において温度が

高ければ幼虫期において十分なる摂食ができず羽化した

のちも短命で産卵数も少なくなるものと考えられろ．

これらのことから，梅谷・山田（1972）が推察したと

ころの成虫期における各個体群の寿命と産卵能力が幼虫

期の温度条件に左右されろということが，筆者の実験結

果からも推察された．

しかしながら，筆者の実験では幼虫期における日長条

件を考慮せずに行なったので断定はできない．今後，卵

から羽化までの全生育期間の日長条件が，成虫の寿命と

産卵能力に及ぼす影響を含めて．温度との組み合わせに

よる詳細な検討が必要であると考えられろ．

4．要約

１．本報告は1973年１月から９月にかけて行なった，

コナガＰﾉ”eﾉﾉaxy〃ｓＭﾉα(L､）の室内飼育による

生育期間と産卵，寿命に関する調査の結果をまとめ

たものである．

2．コナガは卵からふ化したのち４令の幼虫期と，前

踊，踊期を経て羽化し成虫に至る．

3．卵期間は１月から２月に餌育したものが最長で

５．２日，４，５，６月と高温になるにしたがい卵期

間はしだいに短くなり，８月には2.0日であった．

4．幼虫期間は１～２月が最長で11日，４月は8.9日，

５～６月は６．７日，６月は６．６日，７月は６．８日，

８月は６．１日であった．

5．雌雄別の生育日数については，卵から幼虫期に差

は認められないが，踊期はわずかに雄の方が長かっ

た．

6．卵から羽化までの全生育期間は最長が１月から２

月にかけての23.9日，最短の12.1日でその間の月は

中間の日数を要した．このことからコナガの年間世

代数は少なくとも15回以上くり返すものと推定され

た．また，コナガの卵から羽化までの全生育日数は

温度に左右されることがわかった．

定温（25±１°Ｃ）で飼育した時の全生育期間は４

月から５月にかけては１６．０日，５月は１５．７日であ

った．

7.1973年の実験室内の室温は１月から２月にかけて

は約21.1°Ｃで最低平均室温を示した．１月から２

月にかけては他の月と比較して日変化が大きいこと

がわかった．

８．交尾時間は約60分，交尾終了後，ただちに産卵を

開始する．なお，交尾・産卵行動についても述べ

た．

９．産卵は冬季に多く，１雌当たりの平均総産卵数は

180.8卵で羽化後２日目までに総産卵数の60パーセ

ントを産み，その後はしだいに産卵が減少し死亡時

までそれを継続した．夏季は産卵数が少なく，羽化

後１日目で全体の60パーセントを産み２日目までに

全体の90パーセントを産み終えた．６月の個体群は

中間型を示した．

10．雌成虫の寿命は冬季に長命で１２．６日，夏季に短

命で2.4日であった．

11．コナガの成虫期における産卵能力と寿命の長短
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}よ幼虫期の温度条件で決定されろと推察された．
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